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前回 優秀賞 『令和の田園風景』

佐藤 剛士 さん

前回 優秀賞 『大谷海岸・こどもの日』

三浦 明彦 さん

前回 最優秀賞 『いざ、漁場に向け出港』

藤村 和也 さん
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燃料関係

上下水道関係

コピー枚数

令
和
４
年
度

地
球
温
暖
化
防
止
対
策
実
施
状
況

作
品
大
募
集
！

応
募
期
間

当
組
合
に
お
け
る
令
和
４
年
度
地
球
温
暖
化
防
止

対
策
の
実
施
状
況
は
、
表
の
と
お
り
で
す
。

◆
募
集
テ
ー
マ

気
仙
沼
市･

南
三
陸
町
の
自
然
・
街
並
み
・

年
中
行
事
・
生
活
な
ど
を
対
象
と
し
て
、
未

来
に
残
し
た
い
私
た
ち
の 

今 

を
写
し
た
写

真
作
品
を
募
集
し
ま
す
。
誰
で
も
応
募
で
き

ま
す
の
で
奮
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

※

当
日
必
着
。
閉
庁
日
(土
・日
・祝
日
)を
除
く

◆
サ
イ
ズ
=
Ａ
４
サ
イ
ズ
・
四
つ
切
(
ワ
イ
ド

可
)プ
リ
ン
ト

※

応
募
作
品
は
、
２
０
２
３
年
１
月
以
降
に
気

仙
沼
市
・
南
三
陸
町
内
で
撮
影
さ
れ
た
未
発

表
作
品
に
限
り
ま
す
。(

１
人
３
点
ま
で
)

◆
審
査
員
=
プ
ロ
カ
メ
ラ
マ
ン
１
名
ほ
か

◆
審
査
発
表
=
２
０
２
４
年
１
月
下
旬

※

結
果
は
、
当
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
。

※

入
賞
者
に
は
、
直
接
通
知
し
ま
す
。

※

表
彰
式
は
、
２
月
上
旬
に
行
う
予
定
で
す
。

◆
入
賞最

優
秀
賞
=
賞
状
・賞
金
３
万
円

優
秀
賞
=
賞
状
・賞
金
１
万
円

佳
作
=
賞
状
　
10
点

賞
候
補 

15
点
以
内
　

※

後
日
、
美
術
館
に
て
入
賞
作
品
展
を
開
催
。

詳
細
は
当
組
合
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

未
来
に
残
し
た
い､

私
た
ち
の
今

10
月

2
日
㊊
〜

1
月

9
日
㊋

“

”

２
０
２
４
年

（広報誌掲載補助金事業）

項　　目 単　　位
活動量 排出量

（kg-CO2）
活動量 排出量

（kg-CO2）
活動量 排出量

（kg-CO2）

基準値（令和2年度） 令和 4 年度 目標値（令和8年度）

電 気 使 用 量

ガ ソ リ ン 使 用 量

軽 油 使 用 量

L  P  ガ ス 使 用 量

Ａ  重 油 使 用 量

灯 油 使 用 量

合　　　計

KWh

ℓ

ℓ

㎥

ℓ

ℓ

－

1,141,744

31,799

21,150

1,484

35,500

7,209

－

543,470

73,837

54,673

4,451

96,205

17,943

790,579

1,182,879

35,451

18,675

1,388

36,000

8,370

－

563,050

82,318

48,275

4,161

97,560

20,833

816,197

1,101,783

30,686

20,410

1,432

34,258

6,957

－

524,449

71,253

52,759

4,295

92,838

17,315

762,909

コ ピ ー 枚 数 （枚）
基準値（令和2年度） 令和 4 年度 目標値（令和8年度）

160,295 189,769 154,685

上　　水　　道 （㎥）
基準値（令和2年度） 令和 4 年度 目標値（令和8年度）

4,110 4,131 3,966

排出係数

0.476

2.322

2.585

2.999

2.710

2.489

－

2023.8.1
N

o
.7
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❽広報「けせんぬま・もとよし広域」2023.8.1



音
楽
を
楽
し
む
会

　(大
正
琴
等
楽
器
演
奏
会
)

「物
流
」
　
　狩
野
宏
明
／
２
０
２
０
年
、
１
６
２×

１
９
４
cm

／
油
彩
、
白
亜
下
地
、
綿
布
、
パ
ネ
ル

フ
ァ
イ
ト
新
聞
再
読
。
か
つ
て
多
く
の
感

動
を
呼
ん
だ
子
供
た
ち
の
物
語
が
あ
り
ま
し

た
。
時
を
経
た
今
、
改
め
て
そ
の
表
現
の
意

味
を
読
み
返
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
被
災
地
の
子
供
た
ち
は

あ
の
日
か
ら
12
年
、
ど
の
よ
う
な
生
活
を

送
っ
て
き
た
の
で
し
ょ
う
。
被
災
前
後
で
地

域
は
激
変
し
、
多
く
の
人
が
被
災
地
を
後
に

し
ま
し
た
。
そ
し
て
同
じ
く
ら
い
多
く
の

人
々
が
こ
の
地
に
足
を
踏
み
入
れ
ま
し
た
。

新
し
い
ま
ち
が
築
か
れ
て
い
く
過
程
で
社
会

が
変
わ
り
、
人
々
の
価
値
観
も
変
化
し
ま
し

た
。
新
た
な
日
常
を
生
き
る
私
た
ち
は
「
あ

の
時
は
見
え
な
か
っ
た
フ
ァ
イ
ト
新
聞
の
新

た
な
側
面
」
に
目
を
向
け
る
時
を
迎
え
て
い

ま
す
。

東
日
本
大
震
災
を
目
の
当
た
り
に
し
た
社

会
は
、
被
災
地
の
子
供
た
ち
に
未
来
へ
の
希

望
を
託
す
べ
く
、
純
真
無
垢
か
つ
天
真
爛
漫

と
い
っ
た
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
な
「
被
災
地
児

童
像
」
を
見
出
そ
う
と
し
ま
し
た
。
そ
し
て

様
々
な
英
雄
的
活
動
や
逸
話
が
取
り
上
げ

ら
れ
た
「
特
別
な
子
供
た
ち
」
と
同
様
に
、

フ
ァ
イ
ト
新
聞
は
そ
の
よ
う
な
社
会
の
期
待

を
背
負
わ
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

特
に
大
手
メ
デ
ィ
ア
の
要
望
に
即
応
し
よ

う
と
努
め
た
結
果
、
フ
ァ
イ
ト
新
聞
は
一
気

に
全
国
的
に
知
ら
れ
る
存
在
と
な
り
ま
し

た
。
半
面
、
そ
の
活
動
内
容
は
「
被
災
し
た
家

族
や
周
囲
の
大
人
た
ち
を
元
気
に
し
た
い
」

と
い
う
当
初
の
素
朴
な
目
的
か
ら
徐
々
に
ズ

レ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

全
50
号
に
亘
る
フ
ァ
イ
ト
新
聞
の
紙
面
か
ら

は
そ
の
よ
う
な
変
質
の
経
緯
を
た
ど
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

高
揚
し
た
フ
ァ
イ
ト
新
聞
の
活
動
時
間
は

わ
ず
か
２
カ
月
ほ
ど
で
終
わ
り
、
子
供
た
ち

は
置
き
去
り
に
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
ひ
っ

そ
り
と
解
散
。
執
筆
、
編
集
に
携
わ
っ
た
子

供
た
ち
の
伝
説
的
と
も
い
え
る
取
り
組
み
を

今
、
一
つ
の
歴
史
と
し
て
静
か
に
見
つ
め
直

す
と
き
、
偉
大
な
実
績
と
と
も
に
失
わ
れ
た

可
能
態
が
多
く
あ
っ
た
こ
と
に
気
付
か
さ
れ

ま
す
。
社
会
は
も
う
少
し
だ
け
、
子
供
た
ち

の
自
然
な
成
長
を
待
つ
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
の
か･･･

。 

本
展
で
は
当
館
が
収
蔵
す
る
「
フ
ァ
イ
ト

新
聞
」の
オ
リ
ジ
ナ
ル
原
稿
の
一
部
と
、
精
巧

に
再
現
さ
れ
た
レ
プ
リ
カ
55
点
と
そ
の
他
関

連
資
料
、
解
説
パ
ネ
ル
等
の
展
示
を
通
し

て
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災
を
経
験
し
た
子

供
た
ち
が
日
々
感
じ
て
い
た
様
々
な
想
い
、

「
フ
ァ
イ
ト
新
聞
」
と
い
う
一
つ
の
表
現
活
動

が
全
国
的
な
注
目
を
浴
び
る
こ
と
で
生
じ
た

様
々
な
出
来
事
な
ど
、
そ
の
二
面
性
も
含
め

再
検
証
す
る
も
の
で
す
。

な
お
、
本
展
は
リ
ア
ス･

ア
ー
ク
美
術
館
と

一
般
社
団
法
人
フ
ァ
イ
ト
新
聞
社
に
よ
る
共

同
開
催
展
で
す
。 

【観
覧
無
料
】

令
和
５
年
度
後
期
の
催
事
紹
介

リ
ア
ス･

ア
ー
ク
美
術
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
よ
る
夏
期
特
別
展

あ
れ
か
ら
12
年
〜
再
読
〜

フ
ァ
イ
ト
新
聞
展

新
！
方
舟
祭
２
０
２
３

８
月
５
日
㊏
〜
８
月
27
日
㊐

９
月
21
日
㊍
〜
10
月
29
日
㊐

「ファイト新聞 創刊号」 2011 年 3 月 18 日発行

当時制作された回覧形式の新聞が最初であった。

共
通
チ
ケ
ッ
ト
で

①
②
③
を
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

本
企
画
は
気
仙
沼
市
・
南
三
陸
町
の
小
学

生
を
対
象
と
し
た
絵
画
公
募
展
で
す
。
テ
ー

マ
は
「
あ
ん
な
こ
と
、
こ
ん
な
こ
と
し
た
よ
」
。

い
ろ
い
ろ
な
体
験
や
思
い
出
、
感
じ
た
こ
と

な
ど
を
絵
に
描
い
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
入

賞
者
に
は
地
域
商
品
券
(
大
賞
=
２
万
円

分
、
優
秀
賞
=
５
千
円
分
)
や
図
書
カ
ー
ド

(
佳
作
=
千
円
分
)
が
贈
ら
れ
ま
す
。
８
月
26

日
か
ら
学
校
を
通
じ
て
作
品
を
募
集
し
ま

す
。

※

展
覧
会
期
は
11
月
18
日
㊏
〜
12
月
24

日
㊐
で
す
。 

　
【応
募
・観
覧
と
も
に
無
料
】

方
舟
祭
(は
こ
ぶ
ね
さ
い
)は
当
館
主
催
の

市
民
参
加
型
文
化
祭
で
す
。
絵
画
・
写
真
・
手

工
芸
等
の
展
示
や
楽
器
演
奏
等
の
発
表
を

週
替
わ
り
で
紹
介
し
ま
す
。
ぜ
ひ
お
気
軽
に

ご
来
場
く
だ
さ
い
。 

【無
料
】

本
展
は
東
北･

北
海
道
在
住
の
若
手
作
家

を
紹
介
す
る
シ
リ
ー
ズ
企
画
で
す
。
今
年
度

後
期
は
第
84
・
85
回
と
な
る
２
名
の
絵
画
作

家
を
紹
介
し
ま
す
。 

【観
覧
無
料
】

※

先
着
順
で
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
無
料
で
配
布
し
ま
す
。

リ
ア
ス
・
ジ
ュ
ニ
ア

　

 

絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
vol.

７

当
地
域
の
歴
史
民
俗
・
生
活
文
化
を
【
食
】

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
紐
解
き
、
手
描
き
イ
ラ
ス

ト
や
写
真
を
添
え
て
紹
介
し
ま
す
。

今
期
の
「
方
舟
漂
流
記
」
で
は
、
『
旅
』
を

テ
ー
マ
に
豆
知
識
を
紹
介
し
ま
す
。

震
災
記
録
写
真
と
被
災
物
に
言
葉
を
添

え
、
過
去
(
明
治
29
年
・
昭
和
８
年
)
の
津
波

災
害
史
の
資
料
等
と
と
も
に
展
示
し
て
い
ま

す
。
津
波
と
地
域
文
化
の
関
係
、
海
と
と
も

に
生
き
る
地
域
の
未
来
を
考
え
ま
す
。

東
北
・
北
海
道
を
中
心
と
し
た
美
術
作
家

の
作
品
約
70
点
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

当
館
で
は
、
圏
域
内
の
小
中
学
校
・
高
校
や
公

民
館
等
施
設
で
の
学
習
支
援
を
目
的
に
、
学
芸
員

を
授
業
等
の
講
師
と
し
て
派
遣
す
る
「出
前
授
業
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
授
業
内
容
は
美
術
系
講

義
・
実
践
、
工
作
講
座
の
ほ
か
、
地
域
文
化
学
習
講

座
、
津
波
災
害
史
学
習
講
座
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
出
前
授
業
一
覧
を
ご
参
考

く
だ
さ
い
。
そ
の
他
の
内
容
に
も
可
能
な
限
り
対

応
し
ま
す
の
で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

講
師
派
遣
料
・
講
演
料
・
交
通
費
等
は
無
料
で

す
。
た
だ
し
、
材
料
費
等
の
実
費
に
つ
い
て
は
、
主

催
者
ま
た
は
参
加
者
の
ご
負
担
と
な
り
ま
す
。

①
ご
希
望
の
「
授
業
内
容･

日
時･

会
場･

対
象

者･

人
数
」を
電
話
等
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

②
担
当
学
芸
員
と
の
打
合
せ
後
に
、
「
出
前
授

業
申
込
書
」に
記
入
し
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。 

※

固
定
日
程
、
定
期
、
複
数
回
の
場
合
は
、
お

早
め
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

●
け
せ
も
い
展
／
９
月
６
日
〜
10
日

●
気
仙
沼
市
立
小
中
学
校
図
工･

美
術
作
品
展
・
ユ
ネ
ス

コ
児
童
画
展
／
11
月
４
日
・５
日

●
気
仙
沼
市
立
小
中
学
校
児
童
生
徒
書
き
ぞ
め
展
／
２

０
２
４
年
１
月
下
旬

●
気
仙
沼
支
援
学
校
児
童
生
徒
作
品
展
／
２
０
２
４
年

１
月
下
旬

●
気
仙
沼･

南
三
陸
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
作
品
展
／

２
０
２
４
年
３
月
中
旬
〜

②
収
蔵
美
術
作
品
展
示

共
催
展
覧
会 

予
定

出
前
授
業
の
ご
案
内

学
校
の
先
生
・町
内
会
等
行
事
幹
事
さ
ん
へ

③
東
日
本
大
震
災
の
記
録
と

津
波
の
災
害
史

ア
リ

美
ホームページＱＲコード

作
品
大
募
集
！

２
月

10
日
㊏
〜

３
月

20
日
㊌

狩
野
宏
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展

絵
画
　
（山
形
県
在
住
）

か
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　ろ

　
　

 

あ
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只
野
彩
佳 

展

常
設
展

①
歴
史･

民
俗
資
料
展
示

「方
舟
日
記
〜
海
と
山
を
生
き
る
リ
ア
ス
な
く
ら
し

」

絵
画
　
（宮
城
県
在
住
）
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か

202４年

ご来館の皆様へ

金野忠實（手工芸作品） フォトサークル気仙沼（写真）

フイ  イアオ

カフラ  気仙沼

（フラダンス・

ウクレレ演奏）

前回  （新！方舟祭 2022）

の展示・発表 の様子

宗苑社社中展

前回（昨年度）の表彰式の様子

前回（昨年度）の大賞作品

大賞は当時、気仙沼市立九条小学校3年の菅

野陽翔さんの作品「くらげ」。山形県加茂水族

館でくらげを見た思い出を描いた作品です。

当館ではウイルス感染症対策として、入口での手指消毒を実施しています。

 

共
催
(一
社
)フ
ァ
イ
ト
新
聞
社
　
【観
覧
無
料
】

―開館時間―
午前９時30 分～午後５時

※最終入館は午後４時30 分まで

―休館日―
毎週月･火曜日、祝日の翌日

年末年始・メンテナンス休館

―常設展観覧料―
一般：700（600）円

大学生･専門学生：600（500）円

高校生：500（400）円

小･中学生：350（250）円

※（）は 20 名以上の団体料金

―所在・お問合せ先―
〒988-0171

気仙沼市赤岩牧沢 138-5 

TEL：0226-24-1611

FAX：0226-24-1448

Email：riasark.m@nifty.com

http://www.riasark.com

※展覧会期等の記載内容は都合により変更と

なる場合があります。ご利用の際は事前にチ

ラシやホームページ等にてご確認ください。

YouTube、Twitter、Instagram にて展覧

会情報等を発信しています。ぜひご覧下さい。
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音
楽
を
楽
し
む
会

　(大
正
琴
等
楽
器
演
奏
会
)

「物
流
」
　
　狩
野
宏
明
／
２
０
２
０
年
、
１
６
２×

１
９
４
cm

／
油
彩
、
白
亜
下
地
、
綿
布
、
パ
ネ
ル

フ
ァ
イ
ト
新
聞
再
読
。
か
つ
て
多
く
の
感

動
を
呼
ん
だ
子
供
た
ち
の
物
語
が
あ
り
ま
し

た
。
時
を
経
た
今
、
改
め
て
そ
の
表
現
の
意

味
を
読
み
返
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
被
災
地
の
子
供
た
ち
は

あ
の
日
か
ら
12
年
、
ど
の
よ
う
な
生
活
を

送
っ
て
き
た
の
で
し
ょ
う
。
被
災
前
後
で
地

域
は
激
変
し
、
多
く
の
人
が
被
災
地
を
後
に

し
ま
し
た
。
そ
し
て
同
じ
く
ら
い
多
く
の

人
々
が
こ
の
地
に
足
を
踏
み
入
れ
ま
し
た
。

新
し
い
ま
ち
が
築
か
れ
て
い
く
過
程
で
社
会

が
変
わ
り
、
人
々
の
価
値
観
も
変
化
し
ま
し

た
。
新
た
な
日
常
を
生
き
る
私
た
ち
は
「
あ

の
時
は
見
え
な
か
っ
た
フ
ァ
イ
ト
新
聞
の
新

た
な
側
面
」
に
目
を
向
け
る
時
を
迎
え
て
い

ま
す
。

東
日
本
大
震
災
を
目
の
当
た
り
に
し
た
社

会
は
、
被
災
地
の
子
供
た
ち
に
未
来
へ
の
希

望
を
託
す
べ
く
、
純
真
無
垢
か
つ
天
真
爛
漫

と
い
っ
た
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
な
「
被
災
地
児

童
像
」
を
見
出
そ
う
と
し
ま
し
た
。
そ
し
て

様
々
な
英
雄
的
活
動
や
逸
話
が
取
り
上
げ

ら
れ
た
「
特
別
な
子
供
た
ち
」
と
同
様
に
、

フ
ァ
イ
ト
新
聞
は
そ
の
よ
う
な
社
会
の
期
待

を
背
負
わ
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

特
に
大
手
メ
デ
ィ
ア
の
要
望
に
即
応
し
よ

う
と
努
め
た
結
果
、
フ
ァ
イ
ト
新
聞
は
一
気

に
全
国
的
に
知
ら
れ
る
存
在
と
な
り
ま
し

た
。
半
面
、
そ
の
活
動
内
容
は
「
被
災
し
た
家

族
や
周
囲
の
大
人
た
ち
を
元
気
に
し
た
い
」

と
い
う
当
初
の
素
朴
な
目
的
か
ら
徐
々
に
ズ

レ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

全
50
号
に
亘
る
フ
ァ
イ
ト
新
聞
の
紙
面
か
ら

は
そ
の
よ
う
な
変
質
の
経
緯
を
た
ど
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

高
揚
し
た
フ
ァ
イ
ト
新
聞
の
活
動
時
間
は

わ
ず
か
２
カ
月
ほ
ど
で
終
わ
り
、
子
供
た
ち

は
置
き
去
り
に
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
ひ
っ

そ
り
と
解
散
。
執
筆
、
編
集
に
携
わ
っ
た
子

供
た
ち
の
伝
説
的
と
も
い
え
る
取
り
組
み
を

今
、
一
つ
の
歴
史
と
し
て
静
か
に
見
つ
め
直

す
と
き
、
偉
大
な
実
績
と
と
も
に
失
わ
れ
た

可
能
態
が
多
く
あ
っ
た
こ
と
に
気
付
か
さ
れ

ま
す
。
社
会
は
も
う
少
し
だ
け
、
子
供
た
ち

の
自
然
な
成
長
を
待
つ
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
の
か･･･

。 

本
展
で
は
当
館
が
収
蔵
す
る
「
フ
ァ
イ
ト

新
聞
」の
オ
リ
ジ
ナ
ル
原
稿
の
一
部
と
、
精
巧

に
再
現
さ
れ
た
レ
プ
リ
カ
55
点
と
そ
の
他
関

連
資
料
、
解
説
パ
ネ
ル
等
の
展
示
を
通
し

て
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災
を
経
験
し
た
子

供
た
ち
が
日
々
感
じ
て
い
た
様
々
な
想
い
、

「
フ
ァ
イ
ト
新
聞
」
と
い
う
一
つ
の
表
現
活
動

が
全
国
的
な
注
目
を
浴
び
る
こ
と
で
生
じ
た

様
々
な
出
来
事
な
ど
、
そ
の
二
面
性
も
含
め

再
検
証
す
る
も
の
で
す
。

な
お
、
本
展
は
リ
ア
ス･

ア
ー
ク
美
術
館
と

一
般
社
団
法
人
フ
ァ
イ
ト
新
聞
社
に
よ
る
共

同
開
催
展
で
す
。 

【観
覧
無
料
】

令
和
５
年
度
後
期
の
催
事
紹
介

リ
ア
ス･

ア
ー
ク
美
術
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
よ
る
夏
期
特
別
展

あ
れ
か
ら
12
年
〜
再
読
〜

フ
ァ
イ
ト
新
聞
展

新
！
方
舟
祭
２
０
２
３

８
月
５
日
㊏
〜
８
月
27
日
㊐

９
月
21
日
㊍
〜
10
月
29
日
㊐

「ファイト新聞 創刊号」 2011 年 3 月 18 日発行

当時制作された回覧形式の新聞が最初であった。

共
通
チ
ケ
ッ
ト
で

①
②
③
を
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

本
企
画
は
気
仙
沼
市
・
南
三
陸
町
の
小
学

生
を
対
象
と
し
た
絵
画
公
募
展
で
す
。
テ
ー

マ
は
「
あ
ん
な
こ
と
、
こ
ん
な
こ
と
し
た
よ
」
。

い
ろ
い
ろ
な
体
験
や
思
い
出
、
感
じ
た
こ
と

な
ど
を
絵
に
描
い
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
入

賞
者
に
は
地
域
商
品
券
(
大
賞
=
２
万
円

分
、
優
秀
賞
=
５
千
円
分
)
や
図
書
カ
ー
ド

(
佳
作
=
千
円
分
)
が
贈
ら
れ
ま
す
。
８
月
26

日
か
ら
学
校
を
通
じ
て
作
品
を
募
集
し
ま

す
。

※

展
覧
会
期
は
11
月
18
日
㊏
〜
12
月
24

日
㊐
で
す
。 

　
【応
募
・観
覧
と
も
に
無
料
】

方
舟
祭
(は
こ
ぶ
ね
さ
い
)は
当
館
主
催
の

市
民
参
加
型
文
化
祭
で
す
。
絵
画
・
写
真
・
手

工
芸
等
の
展
示
や
楽
器
演
奏
等
の
発
表
を

週
替
わ
り
で
紹
介
し
ま
す
。
ぜ
ひ
お
気
軽
に

ご
来
場
く
だ
さ
い
。 
【無
料
】

本
展
は
東
北･

北
海
道
在
住
の
若
手
作
家

を
紹
介
す
る
シ
リ
ー
ズ
企
画
で
す
。
今
年
度

後
期
は
第
84
・
85
回
と
な
る
２
名
の
絵
画
作

家
を
紹
介
し
ま
す
。 

【観
覧
無
料
】

※

先
着
順
で
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
無
料
で
配
布
し
ま
す
。

リ
ア
ス
・
ジ
ュ
ニ
ア

　

 

絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
vol.

７

当
地
域
の
歴
史
民
俗
・
生
活
文
化
を
【
食
】

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
紐
解
き
、
手
描
き
イ
ラ
ス

ト
や
写
真
を
添
え
て
紹
介
し
ま
す
。

今
期
の
「
方
舟
漂
流
記
」
で
は
、
『
旅
』
を

テ
ー
マ
に
豆
知
識
を
紹
介
し
ま
す
。

震
災
記
録
写
真
と
被
災
物
に
言
葉
を
添

え
、
過
去
(
明
治
29
年
・
昭
和
８
年
)
の
津
波

災
害
史
の
資
料
等
と
と
も
に
展
示
し
て
い
ま

す
。
津
波
と
地
域
文
化
の
関
係
、
海
と
と
も

に
生
き
る
地
域
の
未
来
を
考
え
ま
す
。

東
北
・
北
海
道
を
中
心
と
し
た
美
術
作
家

の
作
品
約
70
点
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

当
館
で
は
、
圏
域
内
の
小
中
学
校
・
高
校
や
公

民
館
等
施
設
で
の
学
習
支
援
を
目
的
に
、
学
芸
員

を
授
業
等
の
講
師
と
し
て
派
遣
す
る
「出
前
授
業
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
授
業
内
容
は
美
術
系
講

義
・
実
践
、
工
作
講
座
の
ほ
か
、
地
域
文
化
学
習
講

座
、
津
波
災
害
史
学
習
講
座
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
出
前
授
業
一
覧
を
ご
参
考

く
だ
さ
い
。
そ
の
他
の
内
容
に
も
可
能
な
限
り
対

応
し
ま
す
の
で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

講
師
派
遣
料
・
講
演
料
・
交
通
費
等
は
無
料
で

す
。
た
だ
し
、
材
料
費
等
の
実
費
に
つ
い
て
は
、
主

催
者
ま
た
は
参
加
者
の
ご
負
担
と
な
り
ま
す
。

①
ご
希
望
の
「
授
業
内
容･

日
時･

会
場･

対
象

者･

人
数
」を
電
話
等
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

②
担
当
学
芸
員
と
の
打
合
せ
後
に
、
「
出
前
授

業
申
込
書
」に
記
入
し
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。 

※

固
定
日
程
、
定
期
、
複
数
回
の
場
合
は
、
お

早
め
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

●
け
せ
も
い
展
／
９
月
６
日
〜
10
日

●
気
仙
沼
市
立
小
中
学
校
図
工･

美
術
作
品
展
・
ユ
ネ
ス

コ
児
童
画
展
／
11
月
４
日
・５
日

●
気
仙
沼
市
立
小
中
学
校
児
童
生
徒
書
き
ぞ
め
展
／
２

０
２
４
年
１
月
下
旬

●
気
仙
沼
支
援
学
校
児
童
生
徒
作
品
展
／
２
０
２
４
年

１
月
下
旬

●
気
仙
沼･

南
三
陸
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
作
品
展
／

２
０
２
４
年
３
月
中
旬
〜

②
収
蔵
美
術
作
品
展
示

共
催
展
覧
会 

予
定

出
前
授
業
の
ご
案
内

学
校
の
先
生
・町
内
会
等
行
事
幹
事
さ
ん
へ

③
東
日
本
大
震
災
の
記
録
と

津
波
の
災
害
史

ア
リ

美
ホームページＱＲコード

作
品
大
募
集
！

２
月

10
日
㊏
〜

３
月

20
日
㊌

狩
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を
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202４年

ご来館の皆様へ

金野忠實（手工芸作品） フォトサークル気仙沼（写真）

フイ  イアオ

カフラ  気仙沼

（フラダンス・

ウクレレ演奏）

前回  （新！方舟祭 2022）

の展示・発表 の様子

宗苑社社中展

前回（昨年度）の表彰式の様子

前回（昨年度）の大賞作品

大賞は当時、気仙沼市立九条小学校3年の菅

野陽翔さんの作品「くらげ」。山形県加茂水族

館でくらげを見た思い出を描いた作品です。

当館ではウイルス感染症対策として、入口での手指消毒を実施しています。

 

共
催
(一
社
)フ
ァ
イ
ト
新
聞
社
　
【観
覧
無
料
】

―開館時間―
午前９時30 分～午後５時

※最終入館は午後４時30 分まで

―休館日―
毎週月･火曜日、祝日の翌日

年末年始・メンテナンス休館

―常設展観覧料―
一般：700（600）円

大学生･専門学生：600（500）円

高校生：500（400）円

小･中学生：350（250）円

※（）は 20 名以上の団体料金

―所在・お問合せ先―
〒988-0171

気仙沼市赤岩牧沢 138-5 

TEL：0226-24-1611

FAX：0226-24-1448

Email：riasark.m@nifty.com

http://www.riasark.com

※展覧会期等の記載内容は都合により変更と

なる場合があります。ご利用の際は事前にチ

ラシやホームページ等にてご確認ください。

YouTube、Twitter、Instagram にて展覧

会情報等を発信しています。ぜひご覧下さい。
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⑴
寝
室
　
⑵
台
所
　
⑶
階
段

※

寝
室
の
階
数
に
よ
っ
て
取
付
場
所
が
変

わ
り
ま
す
。

次
の
方
法
を
参
考
に
維
持
管
理
に
努
め

て
く
だ
さ
い
。

⑴
定
期
的
に
布
等
で
乾
拭
き
し
て
く
だ
さ

い
。

⑵
点
検
用
の
ボ
タ
ン
を
押
し
た
り
、
紐
を

引
い
て
、
音
声
や
警
報
音
が
鳴
る
か
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。
鳴
ら
な
い
場
合

は
、
電
池
切
れ
か
、
機
器
本
体
の
故
障

の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

⑶
10
年
を
目
安
に
本
体
を
交
換
し
ま
し
ょ

う
。
電
池
寿
命
が
近
づ
く
と
、
音
や
ラ

ン
プ
表
示
で
お
知
ら
せ
し
て
く
れ
ま

す
。

無
線
連
動
型
の
住
宅
用
火
災
警
報
器

は
、
一
ヵ
所
で
煙
や
熱
を
感
知
す
る
と
一

斉
に
家
の
中
の
警
報
器
が
鳴
り
、
火
災
を

知
ら
せ
て
く
れ
ま
す
。
住
宅
用
火
災
警
報

器
の
交
換
を
す
る
際
は
、
ぜ
ひ
検
討
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。

に
使
用
し
た
も
の
。

⑹
消
防
長
が
交
換
を
行
う
こ
と
が
適
当
で

な
い
と
認
め
た
も
の
。

※

応
急
消
火
義
務
者
と
は

⑴
火
災
を
発
生
さ
せ
た
者

⑵
火
災
の
発
生
に
直
接
関
係
の
あ
る
者

⑶
火
災
が
発
生
し
た
消
防
対
象
物
の
居
住
者

又
は
勤
務
者

消
防
自
動
車
や
救
急
自
動
車
等
の
緊
急

自
動
車
は
、
消
火
活
動
や
傷
病
者
の
搬
送

等
、
緊
急
性
の
高
い
用
務
を
行
う
こ
と
か

ら
、
一
刻
も
早
く
災
害
現
場
や
医
療
機
関

に
到
着
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
道
路
交
通
法
に
お
い
て

は
、
道
路
の
右
側
部
分
に
車
体
の
全
部
又

は
一
部
を
は
み
出
し
て
通
行
す
る
こ
と
や

赤
信
号
の
交
差
点
に
進
入
で
き
る
こ
と
等

の
特
例
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
緊
急

自
動
車
が
よ
り
安
全
に
通
行
す
る
た
め
に

は
、
一
般
車
両
の
協
力
が
必
要
不
可
欠
で

す
。自

動
車
等
の
運
転
中
に
緊
急
自
動
車
が

接
近
し
て
き
た
場
合
は
、
進
路
を
譲
っ
て

い
た
だ
き
、
ス
ム
ー
ズ
な
緊
急
通
行
が
で

き
る
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

令
和
３
年
中
の
救
急
自
動
車
に
よ
る
現

場
到
着
所
要
時
間
(
119
番
通
報
入
電
か
ら

現
場
に
到
着
す
る
ま
で
に
要
し
た
時
間
)

は
全
国
平
均
で
約
9.4
分
と
な
っ
て
お
り
、

当
管
内
の
令
和
４
年
中
の
現
場
到
着
所
要

時
間
は
、
約
9.3
分
と
な
っ
て
い
ま
す
。

毎
年
、
全
国
各
地
で
豪
雨
災
害
に
よ
る

救
助
事
案
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

当
消
防
本
部
と
し
て
も
同
様
の
災
害
が

発
生
し
た
場
合
に
備
え
る
た
め
、
令
和
５

年
５
月
30
日
、
31
日
、
気
仙
沼
市
尾
崎
漁

港
を
会
場
に
当
消
防
本
部
の
水
難
救
助

隊
と
地
上
部
隊
合
同
で
、
河
川
氾
濫
及

び
水
中
転
落
を
想
定
し
、
ボ
ー
ト
を
使
用

し
た
救
助
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

現
場
で
即
時
対
応
す
る
た
め
に
迅
速

な
ボ
ー
ト
の
搬
出
、
オ
ー
ル
を
使
用
し
て

の
操
船
、
水
面
で
の
活
動
に
よ
る
不
安
定

な
状
況
に
お
い
て
も
、
安
全
に
ボ
ー
ト
へ

救
出
す
る
要
領
を
反
復
し
て
行
い
ま
し

た
。今

回
実
施
し
た
ボ
ー
ト
に
よ
る
救
助

訓
練
の
ほ
か
、
大
雨
に
よ
る
災
害
時
に
地

域
住
民
の
安
全
の
た
め
に
今
後
も
訓
練

等
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。

火
災
発
生
時
に
お
け
る
、
初
期
消
火
活

動
の
推
進
を
図
る
た
め
、
次
の
場
合
は
、

使
用
し
た
消
火
器
を
無
償
交
換
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
消
火
器
を

対
象
と
し
ま
す
。

⑴
気
仙
沼
市
及
び
南
三
陸
町
で
発
生
し
た

火
災
に
お
い
て
、
初
期
消
火
の
た
め
に

使
用
し
た
消
火
器
(
住
宅
用
消
火
器
を
含

む
)

⑵
火
災
現
場
で
消
火
器
を
使
用
し
た
こ
と

を
消
防
職
員
が
確
認
し
た
も
の
。

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
消
火
器
は

対
象
外
と
な
り
ま
す
。

⑴
消
防
法
に
規
定
す
る※

応
急
消
火
義

務
者
が
所
有
す
る
も
の
。

⑵
火
災
の
火
元
に
設
置
さ
れ
た
も
の
。

⑶
国
又
は
地
方
公
共
団
体
が
管
理
す
る

施
設
に
設
置
さ
れ
た
も
の
。

⑷
保
険
会
社
等
か
ら
使
用
し
た
消
火
器
に

係
る
費
用
の
補
償
等
を
受
け
ら
れ
る
も

の
。

⑸
大
規
模
地
震
等
に
よ
り
多
発
し
た
火
災

03
初
期
消
火
に
使
用
し
た
消
火
器

　
　
　
　
　
　
　無
償
で
交
換
し
ま
す
！

02
緊
急
通
行
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

01
ボ
ー
ト
を
使
用
し
た
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た

04
住
宅
用
火
災
警
報
器

　
　
　
　
　設
置
義
務
化
か
ら「
15
年
」！

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
火
災
の
煙
や

熱
を
感
知
し
て
、
警
報
音
や
音
声
で
、
い

ち
早
く
火
災
の
発
生
を
周
囲
へ
知
ら
せ
て

く
れ
ま
す
。
そ
の
結
果
、
早
い
避
難
と
初

期
消
火
、
１１９
番
通
報
が
可
能
に
な
り
火
災

に
よ
る
被
害
を
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。宮

城
県
で
は
、
平
成
２０
年
６
月
か
ら
全

て
の
住
宅
へ
設
置
が
義
務
化
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
ま
だ
設
置
さ
れ
て
い
な
い
方
は

早
急
に
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
す
で

に
設
置
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
定
期
的
に

点
検
・清
掃
を
し
て
、
電
池
切
れ
の
と
き
は

本
体
を
交
換
し
ま
し
ょ
う
。

令
和
４
年
の
調
査
に

よ
る
と
、
気
仙
沼
・
本
吉

地
域
の
住
宅
用
火
災
警

報
器
の
設
置
率
は
、
全
国

平
均
や
宮
城
県
内
の
平

均
に
比
べ
て
高
い
結
果

と
な
り
ま
し
た
が
、
条
例

に
よ
り
設
置
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
る
部
分
に

全
て
設
置
さ
れ
て
い
る

世
帯
の
割
合
(
条
例
適
合

率
)
は
、
低
い
結
果
と
な

り
ま
し
た
。

「
初
期
消
火
協
力
に
対
す
る
消
火
器

無
償
交
換
申
請
書
」
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
使
用
済
み
の
消
火
器
と
と
も
に

消
火
器
を
使
用
し
た
火
災
発
生
場
所

を
管
轄
す
る
消
防
署
、
出
張
所
に
申
請

し
て
く
だ
ざ
い
。

※

申
請
書
に
つ
い
て
は
、
気
仙
沼
・
本
吉
消
防

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。
不
明
な
点
が
あ
る
場
合
は
、
消

防
本
部
予
防
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

①
緊
急
自
動
車
の

　
　
　
　通
行
に
つ
い
て

①
気
仙
沼
・
本
吉
地
域
の
設
置
率

①
対
象
と
な
る
消
火
器

②
対
象
と
な
ら
な
い
消
火
器

申
請
方
法

②
救
急
車
の
現
場
到
着

　
　
　
　
　
　所
要
時
間

 

水難救助隊と地上部隊の連携救出訓練

地上部隊がボートを搬送する様子

広
域
消
防
か
ら
の
お
知
ら
せ

消防自動車や救急自動車の

緊急通行に対する

ご理解とご協力をお願いします。

消防本部ホームページ

総務省消防庁発表の調査結果（令和４年６月１日時点）

地　域
全　国
宮城県

気仙沼・本吉地域

設置率
84.0％
92.4％
93.0％

条例適合率
67.4％
63.7％
55.0％

②
条
例
に
よ
り
設
置
が

　義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
場
所

④
無
線
連
動
型
の

　
　住
宅
用
火
災
警
報
器

③
維
持
管
理

❹❺ 広報「けせんぬま・もとよし広域」2023.8.1 広報「けせんぬま・もとよし広域」2023.8.1



⑴
寝
室
　
⑵
台
所
　
⑶
階
段

※

寝
室
の
階
数
に
よ
っ
て
取
付
場
所
が
変

わ
り
ま
す
。

次
の
方
法
を
参
考
に
維
持
管
理
に
努
め

て
く
だ
さ
い
。

⑴
定
期
的
に
布
等
で
乾
拭
き
し
て
く
だ
さ

い
。

⑵
点
検
用
の
ボ
タ
ン
を
押
し
た
り
、
紐
を

引
い
て
、
音
声
や
警
報
音
が
鳴
る
か
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。
鳴
ら
な
い
場
合

は
、
電
池
切
れ
か
、
機
器
本
体
の
故
障

の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

⑶
10
年
を
目
安
に
本
体
を
交
換
し
ま
し
ょ

う
。
電
池
寿
命
が
近
づ
く
と
、
音
や
ラ

ン
プ
表
示
で
お
知
ら
せ
し
て
く
れ
ま

す
。

無
線
連
動
型
の
住
宅
用
火
災
警
報
器

は
、
一
ヵ
所
で
煙
や
熱
を
感
知
す
る
と
一

斉
に
家
の
中
の
警
報
器
が
鳴
り
、
火
災
を

知
ら
せ
て
く
れ
ま
す
。
住
宅
用
火
災
警
報

器
の
交
換
を
す
る
際
は
、
ぜ
ひ
検
討
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。

に
使
用
し
た
も
の
。

⑹
消
防
長
が
交
換
を
行
う
こ
と
が
適
当
で

な
い
と
認
め
た
も
の
。

※

応
急
消
火
義
務
者
と
は

⑴
火
災
を
発
生
さ
せ
た
者

⑵
火
災
の
発
生
に
直
接
関
係
の
あ
る
者

⑶
火
災
が
発
生
し
た
消
防
対
象
物
の
居
住
者

又
は
勤
務
者

消
防
自
動
車
や
救
急
自
動
車
等
の
緊
急

自
動
車
は
、
消
火
活
動
や
傷
病
者
の
搬
送

等
、
緊
急
性
の
高
い
用
務
を
行
う
こ
と
か

ら
、
一
刻
も
早
く
災
害
現
場
や
医
療
機
関

に
到
着
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
道
路
交
通
法
に
お
い
て

は
、
道
路
の
右
側
部
分
に
車
体
の
全
部
又

は
一
部
を
は
み
出
し
て
通
行
す
る
こ
と
や

赤
信
号
の
交
差
点
に
進
入
で
き
る
こ
と
等

の
特
例
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
緊
急

自
動
車
が
よ
り
安
全
に
通
行
す
る
た
め
に

は
、
一
般
車
両
の
協
力
が
必
要
不
可
欠
で

す
。自

動
車
等
の
運
転
中
に
緊
急
自
動
車
が

接
近
し
て
き
た
場
合
は
、
進
路
を
譲
っ
て

い
た
だ
き
、
ス
ム
ー
ズ
な
緊
急
通
行
が
で

き
る
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

令
和
３
年
中
の
救
急
自
動
車
に
よ
る
現

場
到
着
所
要
時
間
(
119
番
通
報
入
電
か
ら

現
場
に
到
着
す
る
ま
で
に
要
し
た
時
間
)

は
全
国
平
均
で
約
9.4
分
と
な
っ
て
お
り
、

当
管
内
の
令
和
４
年
中
の
現
場
到
着
所
要

時
間
は
、
約
9.3
分
と
な
っ
て
い
ま
す
。

毎
年
、
全
国
各
地
で
豪
雨
災
害
に
よ
る

救
助
事
案
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

当
消
防
本
部
と
し
て
も
同
様
の
災
害
が

発
生
し
た
場
合
に
備
え
る
た
め
、
令
和
５

年
５
月
30
日
、
31
日
、
気
仙
沼
市
尾
崎
漁

港
を
会
場
に
当
消
防
本
部
の
水
難
救
助

隊
と
地
上
部
隊
合
同
で
、
河
川
氾
濫
及

び
水
中
転
落
を
想
定
し
、
ボ
ー
ト
を
使
用

し
た
救
助
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

現
場
で
即
時
対
応
す
る
た
め
に
迅
速

な
ボ
ー
ト
の
搬
出
、
オ
ー
ル
を
使
用
し
て

の
操
船
、
水
面
で
の
活
動
に
よ
る
不
安
定

な
状
況
に
お
い
て
も
、
安
全
に
ボ
ー
ト
へ

救
出
す
る
要
領
を
反
復
し
て
行
い
ま
し

た
。今

回
実
施
し
た
ボ
ー
ト
に
よ
る
救
助

訓
練
の
ほ
か
、
大
雨
に
よ
る
災
害
時
に
地

域
住
民
の
安
全
の
た
め
に
今
後
も
訓
練

等
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。

火
災
発
生
時
に
お
け
る
、
初
期
消
火
活

動
の
推
進
を
図
る
た
め
、
次
の
場
合
は
、

使
用
し
た
消
火
器
を
無
償
交
換
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
消
火
器
を

対
象
と
し
ま
す
。

⑴
気
仙
沼
市
及
び
南
三
陸
町
で
発
生
し
た

火
災
に
お
い
て
、
初
期
消
火
の
た
め
に

使
用
し
た
消
火
器
(
住
宅
用
消
火
器
を
含

む
)

⑵
火
災
現
場
で
消
火
器
を
使
用
し
た
こ
と

を
消
防
職
員
が
確
認
し
た
も
の
。

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
消
火
器
は

対
象
外
と
な
り
ま
す
。

⑴
消
防
法
に
規
定
す
る※

応
急
消
火
義

務
者
が
所
有
す
る
も
の
。

⑵
火
災
の
火
元
に
設
置
さ
れ
た
も
の
。

⑶
国
又
は
地
方
公
共
団
体
が
管
理
す
る

施
設
に
設
置
さ
れ
た
も
の
。

⑷
保
険
会
社
等
か
ら
使
用
し
た
消
火
器
に

係
る
費
用
の
補
償
等
を
受
け
ら
れ
る
も

の
。

⑸
大
規
模
地
震
等
に
よ
り
多
発
し
た
火
災

03
初
期
消
火
に
使
用
し
た
消
火
器

　
　
　
　
　
　
　無
償
で
交
換
し
ま
す
！

02
緊
急
通
行
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

01
ボ
ー
ト
を
使
用
し
た
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た

04
住
宅
用
火
災
警
報
器

　
　
　
　
　設
置
義
務
化
か
ら「
15
年
」！

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
火
災
の
煙
や

熱
を
感
知
し
て
、
警
報
音
や
音
声
で
、
い

ち
早
く
火
災
の
発
生
を
周
囲
へ
知
ら
せ
て

く
れ
ま
す
。
そ
の
結
果
、
早
い
避
難
と
初

期
消
火
、
１１９
番
通
報
が
可
能
に
な
り
火
災

に
よ
る
被
害
を
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。宮

城
県
で
は
、
平
成
２０
年
６
月
か
ら
全

て
の
住
宅
へ
設
置
が
義
務
化
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
ま
だ
設
置
さ
れ
て
い
な
い
方
は

早
急
に
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
す
で

に
設
置
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
定
期
的
に

点
検
・清
掃
を
し
て
、
電
池
切
れ
の
と
き
は

本
体
を
交
換
し
ま
し
ょ
う
。

令
和
４
年
の
調
査
に

よ
る
と
、
気
仙
沼
・
本
吉

地
域
の
住
宅
用
火
災
警

報
器
の
設
置
率
は
、
全
国

平
均
や
宮
城
県
内
の
平

均
に
比
べ
て
高
い
結
果

と
な
り
ま
し
た
が
、
条
例

に
よ
り
設
置
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
る
部
分
に

全
て
設
置
さ
れ
て
い
る

世
帯
の
割
合
(
条
例
適
合

率
)
は
、
低
い
結
果
と
な

り
ま
し
た
。

「
初
期
消
火
協
力
に
対
す
る
消
火
器

無
償
交
換
申
請
書
」
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
使
用
済
み
の
消
火
器
と
と
も
に

消
火
器
を
使
用
し
た
火
災
発
生
場
所

を
管
轄
す
る
消
防
署
、
出
張
所
に
申
請

し
て
く
だ
ざ
い
。

※

申
請
書
に
つ
い
て
は
、
気
仙
沼
・
本
吉
消
防

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。
不
明
な
点
が
あ
る
場
合
は
、
消

防
本
部
予
防
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

①
緊
急
自
動
車
の

　
　
　
　通
行
に
つ
い
て

①
気
仙
沼
・
本
吉
地
域
の
設
置
率

①
対
象
と
な
る
消
火
器

②
対
象
と
な
ら
な
い
消
火
器

申
請
方
法

②
救
急
車
の
現
場
到
着

　
　
　
　
　
　所
要
時
間

 

水難救助隊と地上部隊の連携救出訓練

地上部隊がボートを搬送する様子

広
域
消
防
か
ら
の
お
知
ら
せ

消防自動車や救急自動車の

緊急通行に対する

ご理解とご協力をお願いします。

消防本部ホームページ

総務省消防庁発表の調査結果（令和４年６月１日時点）

地　域
全　国
宮城県

気仙沼・本吉地域

設置率
84.0％
92.4％
93.0％

条例適合率
67.4％
63.7％
55.0％

②
条
例
に
よ
り
設
置
が

　義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
場
所

④
無
線
連
動
型
の

　
　住
宅
用
火
災
警
報
器

③
維
持
管
理

❹❺ 広報「けせんぬま・もとよし広域」2023.8.1 広報「けせんぬま・もとよし広域」2023.8.1



令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら
、
消
防
テ
レ

ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
の
電
話
番
号
を
変
更
し
て

い
ま
す
。
新
し
い
電
話
番
号
は
、

「０
５
０‐

１
８
０
７‐

２
７
７
０
」で
す
。

ま
た
、
１１９
番
は
火
災
や
救
急
な
ど
の
緊

急
通
報
用
の
番
号
で
す
の
で
、
お
問
い
合

わ
せ
は
消
防
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
消
防
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

は
３
項
目
あ
り
、
♯
と
該
当
番
号
を
押
す

こ
と
で
音
声
が
切
り
替
わ
り
ま
す
。
内
容

は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

※

利
用
に
は
通
信
料
金
が
発
生
し
ま
す
。
な
お
、

か
け
間
違
い
に
は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
で
は
１１９
番
通
報

時
、
電
子
地
図
を
利
用
し
て
災
害
現
場
を

特
定
し
て
い
ま
す
。

新
築
住
宅
は
電
子
地
図
に
記
載
さ
れ
て

い
な
い
た
め
、
災
害
現
場
の
特
定
が
困
難

で
現
場
到
着
が
遅
く
な
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

最
寄
り
の
消
防
署
、
出
張
所
へ
申
し
込

む
こ
と
で
電
子
地
図
に
登
録
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
の
で
万
が
一
の
時
に
備
え
、
左

記
対
象
の
方
は
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【対
象
】

次
の
期
間
以
降
に
新
築
し
た
住
宅

◆
平
成
31
年
３
月
１
日

※

申
込
用
紙
は
、
当
本
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

05
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

06
救
急
車
の
要
請
に
つ
い
て

自
宅
か
ら
救
急
車
を
要
請
さ
れ
た
場
合

に
救
急
車
が
現
場
に
到
着
す
る
ま
で
の
間

に
準
備
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
物
が
あ
り

ま
す
。
保
険
証
、
財
布
、
常
備
薬
、
お
薬
手

帳
、
靴
な
ど
で
す
。

迅
速
に
病
院
へ
搬
送
す
る
為
に
必
要
な

物
で
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
た
だ

し
、
一
人
の
と
き
は
安
静
に
す
る
事
が
大

事
で
す
。
準
備
を
せ
ず
、
安
静
に
し
て
お

待
ち
く
だ
さ
い
。
日
頃
か
ら
病
院
へ
持
っ

て
い
く
物
は
、
す
ぐ
持
ち
出
せ
る
よ
う
に

ま
と
め
て
置
く
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

「家
族
の
様
子
が
お
か
し
い
け
ど
、
救
急

車
を
要
請
し
た
方
が
良
い
の
か
な…

」

「
具
合
が
悪
い
け
ど
病
院
に
行
っ
た
方

が
良
い
の
か
な…

」

こ
ん
な
と
き
、
あ
な
た
は
ど
う
し
ま
す

か
？急

な
ケ
ガ
や
病
気
を
し
た
と
き
、
救
急

車
を
要
請
し
た
方
が
良
い
か
、
今
す
ぐ
に

病
院
に
行
っ
た
方
が
良
い
か
な
ど
、
判
断

に
迷
う
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

そ
ん
な
と
き
は
、
専
門
家
か
ら
ア
ド
バ
イ

ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
電
話
相
談
窓

口
、
お
と
な
救
急
電
話
相
談
(
♯

７１１９
)
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

な
お
、
こ
の
電
話
は
、
あ
く
ま
で
相
談
と

助
言
を
目
的
と
す
る
も
の
で
、
緊
急
、
重

症
と
考
え
ら
れ
る
場
合
は
迷
わ
ず
１１９
番
に

通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

①
救
急
車
を
要
請
さ
れ
た

　方
へ
の
お
願
い

②
救
急
車
を
要
請
し
て

　良
い
か
悩
む
と
き

②
消
防
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

　電
話
番
号
変
更
に
つ
い
て

①
電
子
地
図
登
録
へ
の

　ご
協
力
の
お
願
い

♯
１
　
火
災
情
報

♯
２
　
地
震
津
波
情
報

♯
３
　
休
日
当
番
医
の
情
報

令和４年度（令和５年5月31日現在）の財政状況をお知らせします。

〇 「N.E.blood21」東北・北海道在住若手作家

◎当組合では、保有する公文書などの「情報公開」や本人の求めに応じた「自己情報開示」を行っています。

◎令和4年度の状況は、公文書公開請求10件（前年度５件）、自己情報開示請求１件（前年度１件）でした。

5,170千円
〇 リアス・アーク美術館館内誘導灯 5,819千円
　　改修工事

1,461千円

1,221千円

実　施　期　間 請求件数

歳　出　　　　　   　　　　　　　　　　　 　　（単位：円） 歳　入　　　　　　　　  　　    　（単位：円）

〇 LANDSCAPE of N.E. ～東北・北海道の

　　風景と私～公募事業

〇 組合設立50周年記念事業

執行率

95.4%

98.6%

95.7%

99.6%

0.0%

98.3%

100.0%

93.8%

105.9%

9.0%

92.5%

100.0%

147.1%

収入率

合 計 2,110,787,000 2,110,645,987

3,831,000

管 理 者

消 防 長

0

処理状況

公　　開 部分公開 非公開 処理中

0 1 0 0
0 0 0 0
0 0 0

1
9

99.9%

繰 入 金

繰 越 金

諸 収 入

500,000 0

合 計

予 備 費

18,950,000

19,209,006

2,506,938

20,488,000

19,209,000

1,704,000 2,110,787,000 2,075,367,668

公 債 費 50,390,000 50,188,672

14,828,000

50,000

消 防 費 1,845,034,000

139,735,000 133,751,192

予 算 現 額 支 出 済 額科 目

議 会 費 1,217,000 1,130,212

総 務 費

教 育 費

1,819,783,081

73,911,000 70,514,511

92.9%

0 0

公　　開

科 目

分 担 金 及 び 負 担 金

使 用 料 及 び 手 数 料

県 支 出 金

財 産 収 入

収 入 済 額

2,050,677,000

3,592,330

15,706,191

4,522

予 算 現 額

2,050,677,000

0
0 0 0 0

1 0 0

教 育 長

議 会

計 計

消 防 長

教 育 長

00 0

3 0

0
0

3 0

0
6

0
10

0
0
0
107

1

0 0
0 1 0 0

議 会

実　施　期　間

管 理 者

請求件数
部分公開 非公開 処理中

処理状況

2,241千円〇 消防指令システム延命更新委託業務

〇 防火衣一式

253,000千円
6,325千円     紹介シリーズ

■自己情報の開示請求件数と処理状況■公文書の公開請求件数と処理状況

〇 消防救急デジタル無線局定期検査業務

分担金及び負担金
97.16%

繰入金
0.90%

繰越金
0.91%

県支出金
0.74%

その他
0.29%

歳 入（収入済額）

消防費
87.69%

教育費
6.44%

公債費
2.42%

総務費
3.40% 議会費

0.05%

歳 出（支出済額）

令和４年度主要事業

財 政 状 況令和4年度

令和４年度 公文書 の公開状況と自己情報 の開示状況
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令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら
、
消
防
テ
レ

ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
の
電
話
番
号
を
変
更
し
て

い
ま
す
。
新
し
い
電
話
番
号
は
、

「０
５
０‐

１
８
０
７‐

２
７
７
０
」で
す
。

ま
た
、
１１９
番
は
火
災
や
救
急
な
ど
の
緊

急
通
報
用
の
番
号
で
す
の
で
、
お
問
い
合

わ
せ
は
消
防
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
消
防
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

は
３
項
目
あ
り
、
♯
と
該
当
番
号
を
押
す

こ
と
で
音
声
が
切
り
替
わ
り
ま
す
。
内
容

は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

※

利
用
に
は
通
信
料
金
が
発
生
し
ま
す
。
な
お
、

か
け
間
違
い
に
は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
で
は
１１９
番
通
報

時
、
電
子
地
図
を
利
用
し
て
災
害
現
場
を

特
定
し
て
い
ま
す
。

新
築
住
宅
は
電
子
地
図
に
記
載
さ
れ
て

い
な
い
た
め
、
災
害
現
場
の
特
定
が
困
難

で
現
場
到
着
が
遅
く
な
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

最
寄
り
の
消
防
署
、
出
張
所
へ
申
し
込

む
こ
と
で
電
子
地
図
に
登
録
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
の
で
万
が
一
の
時
に
備
え
、
左

記
対
象
の
方
は
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【対
象
】

次
の
期
間
以
降
に
新
築
し
た
住
宅

◆
平
成
31
年
３
月
１
日

※

申
込
用
紙
は
、
当
本
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

05
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

06
救
急
車
の
要
請
に
つ
い
て

自
宅
か
ら
救
急
車
を
要
請
さ
れ
た
場
合

に
救
急
車
が
現
場
に
到
着
す
る
ま
で
の
間

に
準
備
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
物
が
あ
り

ま
す
。
保
険
証
、
財
布
、
常
備
薬
、
お
薬
手

帳
、
靴
な
ど
で
す
。

迅
速
に
病
院
へ
搬
送
す
る
為
に
必
要
な

物
で
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
た
だ

し
、
一
人
の
と
き
は
安
静
に
す
る
事
が
大

事
で
す
。
準
備
を
せ
ず
、
安
静
に
し
て
お

待
ち
く
だ
さ
い
。
日
頃
か
ら
病
院
へ
持
っ

て
い
く
物
は
、
す
ぐ
持
ち
出
せ
る
よ
う
に

ま
と
め
て
置
く
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

「家
族
の
様
子
が
お
か
し
い
け
ど
、
救
急

車
を
要
請
し
た
方
が
良
い
の
か
な…

」

「
具
合
が
悪
い
け
ど
病
院
に
行
っ
た
方

が
良
い
の
か
な…

」

こ
ん
な
と
き
、
あ
な
た
は
ど
う
し
ま
す

か
？急

な
ケ
ガ
や
病
気
を
し
た
と
き
、
救
急

車
を
要
請
し
た
方
が
良
い
か
、
今
す
ぐ
に

病
院
に
行
っ
た
方
が
良
い
か
な
ど
、
判
断

に
迷
う
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

そ
ん
な
と
き
は
、
専
門
家
か
ら
ア
ド
バ
イ

ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
電
話
相
談
窓

口
、
お
と
な
救
急
電
話
相
談
(
♯

７１１９
)
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

な
お
、
こ
の
電
話
は
、
あ
く
ま
で
相
談
と

助
言
を
目
的
と
す
る
も
の
で
、
緊
急
、
重

症
と
考
え
ら
れ
る
場
合
は
迷
わ
ず
１１９
番
に

通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

①
救
急
車
を
要
請
さ
れ
た

　方
へ
の
お
願
い

②
救
急
車
を
要
請
し
て

　良
い
か
悩
む
と
き

②
消
防
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

　電
話
番
号
変
更
に
つ
い
て

①
電
子
地
図
登
録
へ
の

　ご
協
力
の
お
願
い

♯
１
　
火
災
情
報

♯
２
　
地
震
津
波
情
報

♯
３
　
休
日
当
番
医
の
情
報

令和４年度（令和５年5月31日現在）の財政状況をお知らせします。

〇 「N.E.blood21」東北・北海道在住若手作家

◎当組合では、保有する公文書などの「情報公開」や本人の求めに応じた「自己情報開示」を行っています。

◎令和4年度の状況は、公文書公開請求10件（前年度５件）、自己情報開示請求１件（前年度１件）でした。

5,170千円
〇 リアス・アーク美術館館内誘導灯 5,819千円
　　改修工事

1,461千円

1,221千円

実　施　期　間 請求件数

歳　出　　　　　   　　　　　　　　　　　 　　（単位：円） 歳　入　　　　　　　　  　　    　（単位：円）

〇 LANDSCAPE of N.E. ～東北・北海道の

　　風景と私～公募事業

〇 組合設立50周年記念事業

執行率

95.4%

98.6%

95.7%

99.6%

0.0%

98.3%

100.0%

93.8%

105.9%

9.0%

92.5%

100.0%

147.1%

収入率

合 計 2,110,787,000 2,110,645,987

3,831,000

管 理 者

消 防 長

0

処理状況

公　　開 部分公開 非公開 処理中

0 1 0 0
0 0 0 0
0 0 0

1
9

99.9%

繰 入 金

繰 越 金

諸 収 入

500,000 0

合 計

予 備 費

18,950,000

19,209,006

2,506,938

20,488,000

19,209,000

1,704,000 2,110,787,000 2,075,367,668

公 債 費 50,390,000 50,188,672

14,828,000

50,000

消 防 費 1,845,034,000

139,735,000 133,751,192

予 算 現 額 支 出 済 額科 目

議 会 費 1,217,000 1,130,212

総 務 費

教 育 費

1,819,783,081

73,911,000 70,514,511

92.9%

0 0

公　　開

科 目

分 担 金 及 び 負 担 金

使 用 料 及 び 手 数 料

県 支 出 金

財 産 収 入

収 入 済 額

2,050,677,000

3,592,330

15,706,191

4,522

予 算 現 額

2,050,677,000

0
0 0 0 0

1 0 0

教 育 長

議 会

計 計

消 防 長

教 育 長

00 0

3 0

0
0

3 0

0
6

0
10

0
0
0
107

1

0 0
0 1 0 0

議 会

実　施　期　間

管 理 者

請求件数
部分公開 非公開 処理中

処理状況

2,241千円〇 消防指令システム延命更新委託業務

〇 防火衣一式

253,000千円
6,325千円     紹介シリーズ

■自己情報の開示請求件数と処理状況■公文書の公開請求件数と処理状況

〇 消防救急デジタル無線局定期検査業務

分担金及び負担金
97.16%

繰入金
0.90%

繰越金
0.91%

県支出金
0.74%

その他
0.29%

歳 入（収入済額）

消防費
87.69%

教育費
6.44%

公債費
2.42%

総務費
3.40% 議会費

0.05%

歳 出（支出済額）

令和４年度主要事業

財 政 状 況令和4年度

令和４年度 公文書 の公開状況と自己情報 の開示状況
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■ リアス・アーク美術館の催し物・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

■ 広域消防からのお知らせ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

■ 令和４年度財政状況・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

■ 第８回気仙沼・南三陸フォトコンテストの募集・・・・・

広報
広域

発行／気仙沼・本吉地域広域行政事務組合

けせんぬま・もとよし

ロープブリッジ救出訓練

ロープブリッジ救出訓練

引揚救助訓練

引揚救助訓練

はしご登はん訓練

消防本部ホームページ

※写真は、消防救助技術指導会に向けて訓練を実施

している様子。詳細は、組合消防本部のホームペー

ジに掲載しています。
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前回 優秀賞 『令和の田園風景』

佐藤 剛士 さん

前回 優秀賞 『大谷海岸・こどもの日』

三浦 明彦 さん

前回 最優秀賞 『いざ、漁場に向け出港』

藤村 和也 さん
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燃料関係

上下水道関係

コピー枚数

令
和
４
年
度

地
球
温
暖
化
防
止
対
策
実
施
状
況

作
品
大
募
集
！

応
募
期
間

当
組
合
に
お
け
る
令
和
４
年
度
地
球
温
暖
化
防
止

対
策
の
実
施
状
況
は
、
表
の
と
お
り
で
す
。

◆
募
集
テ
ー
マ

気
仙
沼
市･

南
三
陸
町
の
自
然
・
街
並
み
・

年
中
行
事
・
生
活
な
ど
を
対
象
と
し
て
、
未

来
に
残
し
た
い
私
た
ち
の 

今 

を
写
し
た
写

真
作
品
を
募
集
し
ま
す
。
誰
で
も
応
募
で
き

ま
す
の
で
奮
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

※

当
日
必
着
。
閉
庁
日
(土
・日
・祝
日
)を
除
く

◆
サ
イ
ズ
=
Ａ
４
サ
イ
ズ
・
四
つ
切
(
ワ
イ
ド

可
)プ
リ
ン
ト

※

応
募
作
品
は
、
２
０
２
３
年
１
月
以
降
に
気

仙
沼
市
・
南
三
陸
町
内
で
撮
影
さ
れ
た
未
発

表
作
品
に
限
り
ま
す
。(

１
人
３
点
ま
で
)

◆
審
査
員
=
プ
ロ
カ
メ
ラ
マ
ン
１
名
ほ
か

◆
審
査
発
表
=
２
０
２
４
年
１
月
下
旬

※

結
果
は
、
当
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
。

※

入
賞
者
に
は
、
直
接
通
知
し
ま
す
。

※

表
彰
式
は
、
２
月
上
旬
に
行
う
予
定
で
す
。

◆
入
賞最

優
秀
賞
=
賞
状
・賞
金
３
万
円

優
秀
賞
=
賞
状
・賞
金
１
万
円

佳
作
=
賞
状
　
10
点

賞
候
補 

15
点
以
内
　

※

後
日
、
美
術
館
に
て
入
賞
作
品
展
を
開
催
。

詳
細
は
当
組
合
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

未
来
に
残
し
た
い､
私
た
ち
の
今

10
月

2
日
㊊
〜

1
月

9
日
㊋

“

”

２
０
２
４
年

（広報誌掲載補助金事業）

項　　目 単　　位
活動量 排出量

（kg-CO2）
活動量 排出量

（kg-CO2）
活動量 排出量

（kg-CO2）

基準値（令和2年度） 令和 4 年度 目標値（令和8年度）

電 気 使 用 量

ガ ソ リ ン 使 用 量

軽 油 使 用 量

L  P  ガ ス 使 用 量

Ａ  重 油 使 用 量

灯 油 使 用 量

合　　　計

KWh

ℓ

ℓ

㎥

ℓ

ℓ

－

1,141,744

31,799

21,150

1,484

35,500

7,209

－

543,470

73,837

54,673

4,451

96,205

17,943

790,579

1,182,879

35,451

18,675

1,388

36,000

8,370

－

563,050

82,318

48,275

4,161

97,560

20,833

816,197

1,101,783

30,686

20,410

1,432

34,258

6,957

－

524,449

71,253

52,759

4,295

92,838

17,315

762,909

コ ピ ー 枚 数 （枚）
基準値（令和2年度） 令和 4 年度 目標値（令和8年度）

160,295 189,769 154,685

上　　水　　道 （㎥）
基準値（令和2年度） 令和 4 年度 目標値（令和8年度）

4,110 4,131 3,966

排出係数

0.476

2.322

2.585

2.999

2.710

2.489

－
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第 8 回
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